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芋.空 _ Page2 学校ボランティア通信
私は中学生の頃からずっと教師になりたいと思って
いました｡その気持ちは一度も揺らぐことは無かっ
たのですが､その夢の為に何か行動を起こすという
こはありませんでした｡しかしそんな時､大学の先
生から小学校のATのボランティアを勧められ､心の
奥で何か行動を起こしたいと思っていた私はボラン
ティアをすることにしました｡
｢先生｣と呼ばれる立場で学校教育に関わることは
もちろん初めての経験で､期待と緊張が入り交じっ
た中､初日を迎えました｡その日の5年生の理科の時
間､初めて児童に ｢先生｣と呼ばれたことは今でも
忘れられません｡
ボランティアを始めて間もない私にとっては､学校
現場で見るもの ･触れるもの全てが新鮮で､それだ
けでも学ぶことは多いのですが､その感動を子ども
たちと共感できるということが今の私にとっては幸
せで､大きな意味をもつものだと感じています｡
もちろん､学校現場は楽しいことばかりではありま
せん｡子どもたちは私とじゃれ合っているつもりで
も､度が過ぎるとどこから注意すればよいのか悩む
場面も多々あります｡このような場面は今後も子ど
もたちと深く向き合えば向き合うほど増えてくると
思います｡しかし､そのような時には悩みながらも
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そこからや りがいを見出せる人間になりたいと思っ
ています｡
まだまだ本当の先生方のように子どもたちを理解
したり上手く対応したり出来ない部分も沢山ありま
すが､ATとして私は私なりに､子どもたちと関わっ
ていき､そのなかで子どもたちの可能性をどんどん
引き出していけたらと思っています｡そして教師を
目指す一人の人間として､一回り成長出来ればいい
なと感じています｡将来､私が本当の教師になれた
時は､このボランティアで始めて ｢先生｣と呼ばれ
た時の感動を忘れず､その気持ちを大事にしていけ
る教師になりたいです｡その為にも､今このボラン
ティアで積極的に子どもたちと関わり､将来に生か
していけるよう多くのものを感じ取っていきたいと
思います｡
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からかいを通じてみえてきたもの
玉川大学 通信教育部 小野啓之
私は､昨年3月から寺尾小学校にATのボラン
ティアとして参加させていただいている｡このボ
ランティアをはじめたきっかけは､小学校教員を
目指すにあたり､教職に就く前に学校現場を見た
り体験したりすることが､とても大切だと考えて
いたからである｡ATをはじめる前にも､何度か宿
泊体験のボランティアに参加したり､学童保育の
アルバイ トをしながら学校や子ども達とかかわっ
てきた｡その経験から私が思っていたことは､ボ
ランティアやアルバイ トは､現職の先生とは違
い､とても近い距離で子ども達と接することがで
きる､子どもの本音を聞くことができるという長
所があることである｡子どもに近い存在であるこ
とで､思いっきり遊んだり､話をしたりして､子
ども達の笑顔を見ることができる｡もちろん､指
導がうまく伝わらずに､子ども達が言うことを聞
いてくれないことも多々あるが､アルバイ トやボ
ランティアは､教職に就いたら経験できないよう
な経験をすることができる立場だと思っていた｡
私のこのような考えから､ATを始める時は､学
校現場に入るということの重要性､責任を意識し
ながらも､子ども達を笑顔にできるような先生に
なろうと思い､子ども達に受容的な態度で接し
た｡子どもが声をかけてくれたらそれに明るく対
応し､また､積極的にいろいろな子どもに声をか
けていった｡子どもとかかわっていくうちに､あ
ることに気がついた｡それは､子ども達はからか
いを通じてかかわりを求めてくるということであ
る｡次に､私がからかいを通じて得たこと､感じ
たことを述べる｡
からかいとは恐ろしいものである｡初めは数人
の子どもしか､からかいをしなかったのに､それ
が一度行動として認められると､真似をし､から
かいを始める子が次々と登場する｡どこかで歯止
めをつけなければ､からかいはよりエスカレー ト
する｡私は活動に参加した初日目から､噸笑され
るようなあだ名をつけられ､それが学年全体に広
まってしまったのである｡私は､自分の子どもに
対する対応を深く反省した｡よいことはよい､悪
いことは悪いと教えるのが教師の使命ではない
か｡頭ではわかっていることだが､私は子ども達
に嫌われたくない､という思いや､まず始めは人
間関係づくりを大事にし､叱ることは最低限にし
よう､と思い子ども達に接してしまった｡その結
果が､ ｢からかいを許す関係｣ ｢馴れ合いの関
係｣を生み出してしまったことは言うまでもない
と思う｡しかし､後戻りはできない｡私は､まず
このからかいを止めなければならない､と思っ
た｡学校の帰り道や家に帰ってから､色々な人に
相談したり､自分で考えたりしたO ｢どうしたら
子どもたちはからかいをやめてくれるのだろう
か?｣私は､この問題を解決することが何よりも
大切だと考えた｡ ｢もし次に言われたら厳しく注
意しよう｡せめて､やめようと声かけをしなけれ
ば｣と自分に言い聞かせ学校に行く｡しかし､実
際子ども達に会うといつも通りの対応になってし
まう｡私はこの悪循環に悩まされ､日々どうした
らいいのか悩んでいた｡徐々に子ども-冷静な対
応がとれるようになると､少し声かけができるよ
うになった｡きつく叱るのではなく､今自分が
思っていることを子どもに伝えようと思い､行動
するようになったO学校で子どもたちに出会う
と､まずからかいの一言が飛んでくる､すると､
｢今なんて言ったの?その呼び方はやめてほしい
な｣と言えるようになった｡そして今､最も多く
活動をともにしている5年生の学級でのからかい
は減少している｡しかし､未だにからかいを通じ
てかかわりを持とうとする子も存在する｡
からかわれながらも､長い期間を通して子ども
達とかかわり､とても良い関係が築けていると思
う｡例えば､休み時間に一緒に遊んだり､ちょっ
とした悩みを聞いたり､掃除をしたり､一緒に
なって叱られたり等様々である｡子どもと一緒に
活動することはとても楽しい｡そんな子どもの姿
を見ていると､子どもは､本当に悪意をもって私
をからかっているわけではないことがわかる｡偉
そうな言い方だが､私とかかわりを持つための手
段としてからかいを選んでいるとも言えると思
う｡
-148-
Ⅸ 神奈川大学学校ボランティアの展開 (横浜キャンパス)
このような活動を通じて､子ども達にとってのATの
存在がどういうものなのかが見えてきた｡約 1年ATと
して活動して強く感じることは､子ども達は鋭い目を
持ち､大人の立場を見抜くということである｡当然の
ことであるが､ATはボランティアとしての先生なの
で､教科の指導もしなければ学級も担当していないO
また､正式な先生ではない､大学生である､というこ
とを子ども達はよくわかっている｡また､人格や性格
を読み取るのもとてもうまい｡先生によって態度や行
動を変えることができる｡これは子どもの才能とも言
えるかもしれない｡そんな賢い子どもに､ATは1人の
先生として何ができるのか｡その答えはまだ明確には
出ていない｡しかし､私は､漠然とありのままの自分
で子どもに接するのが良いと今考えている｡もちろん
間違った指導をしてはいけないが､着飾らず､学級の
先生がやるべきことは先生に任せ､先生が子どもとか
かわれない時間､子どもとふれあうoそして何よりも
先生ぶらず､自分らしく子どもに接し､子どもの声に
耳を傾けることで､学校にいる子どもたちの生活がよ
り良いものになれば良いと思い､これからも活動を続 ~-
けていきたい｡
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